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社会活動 

氏名・職 委 員 会 等 名 関 係 機 関 名 

中嶋幹郎・教授 評議員 日本医療薬学会 

中嶋幹郎・教授 評議員 日本在宅薬学会 

中嶋幹郎・教授 評議員 日本 TDM 学会 

中嶋幹郎・教授 評議員 日本ジェネリック医薬品学会 

中嶋幹郎・教授 理事 九州山口薬学会 

中嶋幹郎・教授 保健医療対策協議会がん対策部会委員 長崎県 

中嶋幹郎・教授 理事 長崎県薬剤師会 

中嶋幹郎・教授 参加型実務実習の充実化に向けた薬学共用試験の在り方

に関する調査・研究委員会委員 
薬学教育協議会 

中嶋幹郎・教授 薬学教育改革大学人会議  
薬学教育における実務実習のあり方委員会委員 

日本薬学会 
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中嶋幹郎・教授 認定試験問題小委員会委員 日本医療薬学会 

中嶋幹郎・教授 OSCE 実施委員会委員  薬学共用試験センター 

中嶋幹郎・教授 科学研究費委員会専門委員 日本学術振興会 

 
競争的研究資金獲得状況（共同研究を含む） 

氏名・職 資 金 提 供 元 代表・分担 研 究 題 目 

中嶋幹郎・教授 日本学術振興会 代表 基盤研究(C) 
同一薬効成分の医薬品適用時におけるヒト

肝毒性イベントのリスク予測法に関する研

究 

兒玉幸修・助教 日本学術振興会 代表 若手研究(B) 
関節リウマチをモデルとした局所型新規遺

伝子医薬品の開発 

 

特 許 
氏名・職 特許権名称 出願年月日 取得年月日 番号 

中嶋幹郎・教授 T-LEX 法（ヒト肝細胞キメラマウスを用いる

ジェネリック医薬品の安全性評価法） 
商標登録第 5617856 号 

2013 年 
3 月 12 日 

2013 年 
9 月 27 日 

商願 2013-17412 

 

その他 
非常勤講師 

氏名・職 職（担当科目） 関係機関名 

中嶋幹郎・教授 非常勤講師（行動科学） 長崎歯科衛生士専門学校 

 
新聞等に掲載された活動 

氏名・職 活動題目 掲載紙誌等 掲載年月日 活動内容の概要と社会との関連 

中嶋幹郎・教授 
荒木良介・助教 
 

在宅医療考えるフォー

ラム 
長崎新聞 2013 年 

2 月 8 日 
中嶋幹郎教授が取組担当者を務める

文科省「大学間連携共同教育推進事

業」の在宅がん医療・緩和ケアを担う

人材育成事業の一環として 2 月 17 日

佐世保、2 月 23 日長崎で「県民フォー

ラム」が開催されることが紹介され

た。 

中嶋幹郎・教授 
荒木良介・助教 
 

在宅がん医療・緩和ケ

ア－現状と課題を考え

る－ 

長崎新聞 2013 年 
2 月 26 日 

中嶋幹郎教授が取組担当者を務める

文科省「大学間連携共同教育推進事

業」の在宅がん医療・緩和ケアを担う

人材育成事業の一環として 2 月 23 日

長崎で開催された「県民フォーラム」

の内容が紹介された。 

中嶋幹郎・教授 
荒木良介・助教 
 

緩和ケアの今後考察－

長崎で「がんフォーラ

ム」－ 

長崎新聞 2013 年 
3 月 5 日 

中嶋幹郎教授が取組担当者を務める

文科省「大学間連携共同教育推進事

業」の在宅がん医療・緩和ケアを担う

人材育成事業の一環として 3 月 3 日に

開催された「がんフォーラム」の内容

が紹介された。 

 


